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＜作り方＞
１　①�いわしを食べやすい大きさに切り、カレー粉をまぶしてさらにかたくり粉をまぶす。余分な粉をはたき落とし、少し

多めの油をひいて焼き揚げにする。
　　②ブロッコリーはレンジで2分程加熱する。マヨネーズと粒入りマスタードを混ぜ合わせドレッシングを作る。
　　③さば、トマト、ブロッコリーを盛り付け、ドレッシングを添える。
２　①ひじきは水で戻しておく。豚肉、にんじんを細切りにし、枝豆はさやから出しておく。
　　②鍋に油をひき、豚肉、ひじきを炒める。だし汁を加えてしばらく煮る。
　　③大豆、にんじん、枝豆を加え、だし汁が少なくなってきたら調味料を加える。
３　①山芋は皮をむき、酢水に10分ほどさらし水で洗い流し、粗いせん切りにする。
　　②オクラは塩をまぶしてうぶ毛を落とすように表面をこする。水で洗い流し、輪切りにする。
　　③調味料を合わせ、①と②、水気をきったもずくと和える。

〜やっちみろや健康づくり21〜 『健康づくりは食事から』

編集後記
表紙のマスコットキャラクター
候補は、さすが選考委員会を通
過しただけあって力作ばかり。
応募された方々の門川愛が伝
わってきます。門川町のＰＲを
担うキャラクター誕生が楽しみ
ですね。実は、私も広報担当者
として意気込んで作品を応募し
てみたのですが、絵心が足りま
せんでした。（Ｋ）

 今回は血圧が高めの人におすすめしたい“減塩メニ
ュー”です。減塩でもおいしく食べられるコツはカ
レー粉やわさびなどの香辛料 !!また、余分なナトリ
ウムを排出してくれるカリウム豊富な海藻やいも類
を上手に献立に取り入れるのもポイントです。
（塩分 2.5gの献立）

●町内人口

（　　）内は前月

８月１日現在

男

8,836
（8,818）

9,804
（9,800）

18,640
（18,618）

6,952
（6,909）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎国民健康保険税（３期）
今月の納期



　平成 24 年８月まで、ポリオの予防接種は生後３か月から７歳６か月未満までに生ポリオワクチン（経
口）を２回接種となっていましたが、平成 24 年９月から生ポリオワクチン（経口）を中止し、不活化
ポリオワクチン（注射）に変わります。それに伴い、接種回数も変わり、年間を通じて接種できるよ
うになります。（対象月齢は変わりません。）

※�追加接種については、有効性及び安全性が確立してから定期予防接種として導入されることになっ
ていますので、平成 24 年９月１日の不活化ポリオワクチン導入時には定期予防接種に含まれません。

　下記の表で、お子さんに必要な注射の回数をご確認下さい。

※上記以外の医療機関でも、県内実施医療機関であれば接種可能です（広域予防接種事業）。

予防接種を受ける時は、母子健康手帳が必要です。お子さんの接種歴を確認してください。
母子健康手帳を紛失した場合は、再発行しますので、健康づくり係までお越し下さい。

☆�ポリオ（急性灰白髄炎）とは乳幼児がかかることが多く、ウイルスが脊髄に入ると、主に手や足に
麻痺が現れ、一生残ってしまうことがあります。海外では流行している地域もあり、渡航者などを
介して感染はどの国にも広がる可能性があります。予防にはワクチンの接種しかありません。

接種回数等、ご不明な点は健康づくり係までお問い合わせ下さい。
健康づくり係　☎63-1140（内線 223・224）
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県
と
の
併
任
人
事
交
流
に
よ
る

町
税
滞
納
対
策

　

門
川
町
で
は
、
宮
崎
県
と
協
力
し
て

税
の
収
納
対
策
業
務
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
税
源
委
譲
に
伴
う
収

入
確
保
と
、
県
及
び
町
税
務
職
員
の
徴

収
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
と
県
は
協
力
し
て
滞
納
町
税
の
解

消
と
滞
納
整
理
、
差
押
等
の
強
制
処
分

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
９
名
の
県
職
員
に
対
し
て
、

６
月
15
日
に
税
務
職
員
併
任
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
県
へ
の
滞
納
案
件
引
継

　

基
本
的
に
、
滞
納
案
件
に
関
し
て
は

町
と
県
が
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
が
、

悪
質
な
滞
納
者
に
関
し
て
は
地
方
税
法

第
48
条
に
基
づ
き
県
へ
の
案
件
引
継
ぎ

を
行
い
、
さ
ら
な
る
滞
納
町
税
整
理
強

化
を
行
い
ま
す
。

○
家
宅
捜
索
な
ど
の
強
制
執
行
処
分

　

県
と
協
力
し
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
差
押
な
ど
の
強
制
執
行
処
分

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
差
押
財
産
に

対
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
、
自

動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
国
税
徴
収
法

に
基
づ
く
「
家
宅
捜
索
」
の
実
施
も
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
家
宅
捜
索
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
財
産
は
そ
の
場
で
差
押
処

分
と
な
り
、
公
売
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
な
ど
に
出
品
し
、
売
却
金
を
税

に
充
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
は
皆
様
の
社
会
に
対
す
る
公
平

な
負
担
で
す
。
納
期
内
納
税
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●�

納
税
が
困
難
な
時
は
早
め
に
税
務
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
税
務
課　

納
税
管
理
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
３
７
） タイヤロック 差押動産公売会の様子

警
察
相
談
専
用
電
話

（
全
国
統
一
番
号
）「
♯
９
１
１
０
」

～
利
用
方
法
～

　

携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利

用
可
能
で
あ
る
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
及
び
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い

て
は
利
用
で
き
な
い
た
め
、
直
通

電
話
（
０
９
８
５
）
２
６
¦

９
１

１
０
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆�

平
成
24
年

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【
運
動
の
期
間
】

　

平
成
24
年
９
月
21
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
10
日
間

【
運
動
の
重
点
】

　

少
子
化
が
進
む
中
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
の
か
け
が
え
の
な
い

命
を
社
会
全
体
で
交
通
事
故
か
ら

守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
交
通
事
故
死
者
数
全
体
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
半
数
を

超
え
る
交
通
事
故
情
勢
に
的
確
に

対
処
す
る
た
め
、

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

を
運
動
の
基
本
と
す
る
ほ
か
、
次

の
重
点
を
推
進
し
ま
す
。

○�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照

灯
点
灯
の
徹
底
）

○�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○�

て
げ
て
げ
運
転
追
放
運
動
の
推

進　

宮
崎
県
独
自

○�

セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

推
進　

宮
崎
県
独
自

死
亡
事
故
多
発
!!

　

県
内
に
お
い
て
、
７
月
末
か
ら

８
月
頭
に
か
け
て
、
交
通
死
亡
事

故
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
「
早
め
の
点
灯
」・「
ピ

カ
ピ
カ
」
運
動

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」「
反
射
材

の
積
極
的
な
活
用
」

９月11日は、「警察相談の日」
～「警察の相談ダイヤル  ♯9110」～

ご存じですか？国民年金の任意加入制度
　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

25
年
以
上
加
入
し
保
険
料
を
納
付
（
保
険
料

免
除
期
間
な
ど
を
含
む
）
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

60
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
の
25
年
を
満

た
せ
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
れ
ば
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

（
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）

①
年
金
手
帳

②
認
印

③
通
帳
・
金
融
機
関
の
届
出
印

※
原
則
口
座
振
替

手
続
き
を
す
る
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

門
川
町
役
場　

町
民
課
医
療
年
金
係

☎
０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０

延
岡
年
金
事
務
所

☎
０
９
８
２
|
２
１
|
５
４
２
４

門
川
町
の
石
造
物

３ 

古
川
用
水
開か

い
き
ょ渠
碑
（
南
町
１
区
）

　

南
町
の
潤う

る
し
ま島
神
社
の
境
内
に
古
川
用
水
開
渠

の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
古
川
用
水
は
、
嘉
永

４
年
（
１
８
５
１
）
に
完
成
し
た
用
水
路
で
、

五
十
鈴
川
か
ら
水
を
引
く
た
め
に
分
蔵
か
ら
古

川
（
南
町
）
ま
で
開
削
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
開
渠
碑
は
、
そ
れ
か
ら
73
年
後
の
大
正

13
年
（
１
９
２
４
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
こ
の
用
水
開
削
事
業
の
概
要
が
余
す
と

こ
ろ
な
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
文
章
を
読
む

と
用
水
の
完
成
を
古
川
の
人
々
が
ど
れ
だ
け
待

ち
望
ん
で
い
た
か
、
用
水
に
よ
っ
て
古
川
が
ど

れ
ほ
ど
潤
っ
た
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
「
古
川
は
、
丘
陵
地
の
傾
斜
面
に

立
地
し
て
い
る
た
め
、
水
利
が
十
分
で
な
く
干

ば
つ
に
苦
し
ん
で
い
た
。
天
保
13
年
（
１
８
４

２
）
に
延
岡
藩
主
の
命
を
受
け
て
用
水
開
削
事

業
が
始
ま
っ
た
が
、
延
長
約
一
里
（
４
㎞
）
の

難
工
事
で
あ
っ
た
。
経
費
に
つ
い
て
も
調
達
が

難
し
く
、
村
役
や
村
の
有
志
が
自
費
を
投
じ
て

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
か
げ
で
荒
れ
地

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
豊
か
な
田
ん
ぼ
と
な
り
そ
の

収
穫
に
よ
っ
て
村
民
は
潤
い
、
そ
の
喜
び
は
大

変
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
七
十
年
余
り
過
ぎ

た
が
、
村
は
そ
の
お
か
げ
で
い
ま
で
も
潤
い
、

用
水
開
削
の
功
績
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
の
事
業
を
推
進

し
た
村
役
や
村
の
有
志
の
功
績

を
た
た
え
、
こ
の
開
渠
碑
を
建

て
こ
の
事
業
の
概
要
を
記
録
し

て
、
後
世
に
永
く
伝
え
た
い
。」

と
い
う
主
旨
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
意
志
は
今
で
も
地
元

の
人
々
に
語
り
伝
え
ら
れ
記
念

碑
は
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ス
ト
ッ
プ
！
交
通
事
故

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
期
間

中
の
７
月
11
日
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
交

通
安
全
協
会
門
川
支
部
役
員
を
中
心
に
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
運
動
の
重
点
）

１　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２　

�

飲
酒
、
暴
走
、
過
労
・
居
眠
り
運
転
の

防
止

３　

て
げ
て
げ
運
転
追
放
運
動
の
推
進

４　

セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
し
た

　

７
月
12
日
、
日
向
市
内
の
自
動
車
学
校
に

お
い
て
、「
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
加
草
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
屋
内
で
動
体
視
力

測
定
や
、
暗
室
で
の
服
の
色
の
見
え
方
を
体

験
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
道
路
横
断
時
の
注
意
点
な
ど
、
熱
心

に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
高
齢
者
を
巻
き
込
む
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も

十
分
注
意
し
て
、
交
通
事
故
の
な
い
門
川
町

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

（
お
問
い
合
わ
せ
）
総
務
課
総
務
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
４
２
）

第
19
回
門
川
町
少
年
サ
ッ
カ
ー

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
７
月
28
日
、
29
日
に
か
け
ま
し

て
、
門
川
町
海
浜
総
合
公
園
及
び
草
川
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
ま
し
て
「
第
19

回
門
川
町
少
年
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
回
目
を
迎
え
た
大
会
に
は
、
高
知
県
・

福
岡
県
・
大
分
県
・
宮
崎
県
よ
り
32
チ
ー
ム

の
参
加
し
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
予
選
リ
ー
グ
、
２
日
目
に
は
順

位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
各
リ
ー

グ
の
１
位
で
行
わ
れ
た
１
位
パ
ー
ト
に
お
い

て
は
高
知
県
黒
潮
町
の
「
大
方
Ｆ
Ｃ
」
が
大

分
県
臼
杵
市
の
「
市
浜
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
」

を
延
長
の
末
３
対

２
で
退
け
て
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ

れ
た
大
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
地
元

の
少
年
団
を
代
表

し
て
門
川
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
椿
原
葵
さ
ん

が
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
門
川
町

の
少
年
団
は
門
川

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
３
位

パ
ー
ト
２
位
、
草

川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
五
十
鈴
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
２
位
パ
ー
ト
１
回
戦
敗
退
、
ア
ル

フ
レ
ン
テ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
４
位
パ

ー
ト
一
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
渡
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

門
川
町
内
各
少
年
団
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

審
判
と
大
会
役
員
を
務
め
た
門
川
中
学
校
サ

ッ
カ
ー
部
の
３
年
生
と
１
年
生
の
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

門
川
友
愛
ク
ラ
ブ
優
勝
報
告
！

　

平
成
24
年
８
月
１
日
（
水
）
第
43
回
宮
崎

県
学
童
軟
式
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
門
川
友

愛
ク
ラ
ブ
（
花
岡
伯
光
監
督
）
が
、
九
州
大

会
出
場
の
報
告
と
決
意
表
明
に
来
庁
し
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

小
松
自
治
公
民
館
に
会
長
賞
！

　

小
松
地
区
の
環
境
美
化
活
動
に
対
し
て
、

宮
崎
県
道
路
愛
護
運
動
推
進
協
議
会
よ
り

「
会
長
賞
（
道
路
愛
護
功
績
者
）」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
地
区
は
、「
宮
崎
県
で
一
番
住
み
よ

い
、
美
し
い
里
村
風
景
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
汗
を
か
き
、
楽
し
み

な
が
ら
四
季
折
々
の
花
々
を
植
え
た
り
、
道

路
清
掃
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
火
入
れ
式

　

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
は
、
こ
の
度
、『
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
』
を
設
置
し
、
８
月

２
日
に
『
火
入
れ
式
』
を
行
い
ま
し
た
。	

　

町
内
で
製
造
さ
れ
る
バ
ー
ク
（
杉
や
檜
の

樹
皮
）
を
ペ
レ
ッ
ト
状
に
加
工
し
た
『
バ
ー

ク
ペ
レ
ッ
ト
』
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ
ラ
ー
で

す
。

　

燃
料
費
の
コ
ス
ト
削
減
や
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
は
、
持
続
的
に
利
用
で
き
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
事
例
と
し
て
、
ま

た
環
境
に
や
さ
し
い
町
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ

で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
環
境
に
や
さ
し
い
、
お
客
様
に

親
し
ま
れ
る
温
泉
と
し
て
努
め
て
参
り
ま
す
。	
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門
川
町
三
ヶ
瀬
大
原
地
区
の
集
落

を
進
み
、
林
道
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
に
本
田
広
昭
さ
ん
・
清
子
さ
ん

ご
夫
妻
の
炭
焼
き
窯
が
み
え
て
く
る
。

町
内
で
は
少
な
く
な
っ
た
製
炭
業
を

親
の
代
か
ら
引
き
継
い
で
21
年
目
。

現
在
、
広
昭
さ
ん
は
木
炭
部
会
会
長
、

清
子
さ
ん
は
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
の
代
表
を
務
め
て
、
会
員
を
引
っ

張
っ
て
い
る
。

　

炭
焼
き
は
、
山
か
ら
切
り
出
し
た

原
木
を
窯
の
奥
に
入
れ
、
窯
の
手
前

の
焚
き
口
で
火
を
お
こ
し
約
２
週
間

ほ
ど
熱
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

原
木
を
乾
燥
さ
せ
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、

火
を
つ
け
約
１
週
間
ほ
ど
燃
や
し
続

け
、
最
終
的
に
炭
と
な
っ
た
原
木
を

と
り
出
す
『
炭
出
し
』
を
行
な
う
。

　
「
炭
焼
き
で
は
、
窯
の
中
の
原
木
を

ど
の
よ
う
に
し
て
燃
や
す
の
か
火
の

温
度
調
節
が
難
し
い
。
炭
出
し
の
瞬

間
ま
で
、
炭
の
良
し
悪
し
は
分
か
ら

ん
」
と
話
す
広
昭
さ
ん
。
原
木
の
乾

燥
時
と
火
入
れ
時
の
火
の
温
度
調
節

は
、
広
昭
さ
ん
の
長
年
培
っ
た
経
験

で
行
な
う
。
原
木
の
種
類
・
量
、
季
節
、

煙
の
匂
い
な
ど
様
々
な
条
件
を
考
え

な
が
ら
作
業
を
黙
々
と
進
め
る
。

　
「
炭
焼
き
窯
は
熱
を
持
っ
て
ま
す
の

で
、
年
中
暑
く
て
き
つ
い
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
あ
が
っ
た
炭
で

肉
や
魚
を
焼
く
と
、
と
て
も
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
清
子
さ
ん
。

　

ガ
ス
や
電
気
コ
ン
ロ
が
普
及
し
た

現
代
で
も
炭
火
焼
き
は
大
人
気
。
そ

れ
は
、
炭
火
の
持
つ
遠
赤
外
線
が
肉

や
魚
の
表
面
の
タ
ン
パ
ク
質
を
高
温

で
焼
き
固
め
る
の
で
、
肉
汁
が
閉
じ

込
め
ら
れ
て
、
う
ま
み
成
分
が
失
わ

れ
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
炭
か
ら
出
る

煙
は
い
ぶ
し
効
果
で
香
り
が
つ
く
。

　

本
田
ご
夫
妻
は
、
炭
づ
く
り
の
際

に
木
酢
液（
も
く
さ
く
え
き
）
も
製
造

し
て
い
る
。
木
酢
液
と
は
、
原
木
か

ら
出
る
煙
を
冷
や
し
て
抽
出
さ
れ
る

液
体
で
、
含
ま
れ
る
成
分
に
は
除
草
、

除
菌
、
抗
菌
作
用
が
あ
る
。「
１
回
の

炭
出
し
で
約
80
リ
ッ
ト
ル
の
木
酢
液

が
で
き
ま
す
。
こ
の
木
酢
液
を
米
作

り
の
時
、
田
ん
ぼ
に
い
れ
る
と
全
然

虫
が
つ
か
な
い
の
で
、
農
薬
い
ら
ず

な
ん
で
す
」
と
清
子
さ
ん
。

　

炭
焼
き
以
外
に
も
米
作
り
な
ど
の

農
林
業
に
従
事
し
て
い
る
た
め
炭
は

ひ
と
月
に
１
回
の
出
荷
が
限
度
。
高

齢
化
に
伴
い
、
町
内
で
炭
づ
く
り
を

し
て
い
る
の
は
11
軒
と
い
っ
た
状
況

の
中
、
質
の
い
い
炭
づ
く
り
を
目
指

す
広
昭
さ
ん
は
、「
前
回
作
っ
た
炭
よ

り
い
い
も
の
を
作
っ
て
出
荷
す
る
こ

と
を
、
常
に
目
標
に
し
て
い
る
。
地

域
に
よ
っ
て
若
干
炭
の
つ
く
り
方
も

違
う
の
で
、
い
ろ
ん
な
方
法
を
試
し

な
が
ら
日
々
研
究
し
て
い
る
よ
。
研

究
の
し
す
ぎ
で
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
が
多
い
け
ど
ね
」
と
笑
顔
。

　

隣
に
い
た
清
子
さ
ん
は
今
後
の
炭

づ
く
り
に
つ
い
て
「
炭
焼
き
を
す
る

人
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
仕
事
を
二
人
で
長
く
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。
ね
ぇ
お
父
さ

ん
」
と
広
昭
さ
ん
に
優
し
く
話
し
か

け
た
。

製
炭
業

本
田
　
広
昭
さ
ん

清
子
さ
ん

←�原木を炭焼き窯に並べた後は、焚き
口を残して、土とレンガを使って入
口をふさいでいく。

←抽出された
　木酢液

夫
婦
で
と
も
に
、

　
　
　
　

質
の
い
い
炭
づ
く
り
に
挑
む

　

平
成
24
年
８
月
８
日
（
水
）
門
川
町

教
育
振
興
研
究
会
主
催
に
よ
る
「
教
育

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
、
宮

崎
大
学
工
学
部
准
教
授
の
村
上
啓
介
氏

を
招
き
「
地
震
・
津
波
か
ら
命
を
守
る

防
災
教
育
」
に
つ
い
て
、
ご
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
水

工
学
・
海
岸
防
災
を
専
門
に
研
究
さ
れ

て
い
る
村
上
先
生
の
講
話
内
容
を
一
部

抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
判
断
、

決
断
し
行
動
す
る
力
を
備
え
る

　
「
門
川
町
は
県
内
で
津
波
被
害
が
想
定

さ
れ
る
地
区
（
日
向
灘
沖
沿
岸
部
市
町

村
）
に
な
っ
て
お
り
、
地
震
が
起
き
た

際
10
ｍ
を
超
え
る
津
波
が
10
分
前
後
で

到
達
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
ま
で
に
高
台
に
避
難
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
の
注
意

次
第
で
素
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

事
例
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
被
災
地
と
な
っ
た
岩
手
県
釜
石

市
に
お
け
る
『
釜
石
の
奇
跡
』
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
釜
石
の
奇
跡
は
、
ほ

と
ん
ど
の
小
中
学
生
が
助
か
っ
た
こ
と

を
い
い
ま
す
が
、
な
ぜ
奇
跡
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
に
、
ほ
ぼ
全
員
が
助
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
生
徒
が
避
難

訓
練
で
得
た
こ
と
を
実
践
し
、
自
主
的

に
判
断
し
て
避
難
で
き
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
実
際
は
、
な
か
な
か
避
難
訓

練
で
得
た
こ
と
を
実
践
す
る
の
は
難
し

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
日
頃
か
ら
徹
底

的
に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
徹
底
し
て
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
る
地
域
は
助
か
っ
て
い
る
実
例
が

多
い
の
で
す
。
訓
練
は
数
回
実
施
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
続
け
る
こ
と
に
意
味

が
あ
り
ま
す
。
人
間
は
３
ヶ
月
経
て
ば

飽
き
て
、
３
年
も
経
て
ば
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
災
害
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め

に
１
番
重
要
な
こ
と
は
避
難
訓
練
を
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
地
震
が
起
き
た
際
に
は
思
わ
ぬ

想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る
の
で
、
自
分

達
が
作
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
確
実
に
実

行
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

実
行
し
な
け
れ
ば
、
残
念
な
ケ
ー
ス
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
日
頃
か
ら
学
校
と
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
の
支
援
を
受
け
る

体
制
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
校
の
先
生
だ
け
で
は
対
応
に

困
難
な
部
分
も
あ
る
た
め
で
す
。
釜
石

の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
安
全
な
所

に
行
き
つ
け
る
知
識
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
知
識
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
使
っ
て
安
全
な
場
所
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

防
災
教
育
と
は
、
自
分
の
命
を
自
分

で
守
り
、
自
分
で
判
断
し
て
行
動
で
き

る
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

の
教
育
で
す
。も
ち
ろ
ん
家
族
で
も
ル
ー

ル
作
り
は
必
要
で
す
。
地
震
が
起
き
て

避
難
を
し
た
際
、
家
族
で
す
ぐ
集
合
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
情
報
を
得
て
自
ら
判

断
、
決
断
し
行
動
す
る
力
を
備
え
さ
せ

る
教
育
の
重
要
性
が
今
回
の
講
話
で
の

１
番
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
研
修
会
な
ど
に

参
加
し
た
り
地
域
全
体
で
の
防
災
教
育

も
必
要
で
す
。
地
震
・
津
波
等
に
は
特

効
薬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
地
道
な
努

力
と
取
り
組
み
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
。」
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本
大
会
は
、
地
域
住
民
や
保
健
・
医
療
・

福
祉
団
体
関
係
者
等
が
一
同
に
会
し
、
社
会

福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
た
方
々
の
功
績
を
称

え
、
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
に
や
さ
し

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
る
契

機
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　（
日　

時
）
平
成
24
年
10
月
７
日（
日
）

受　

付　

午
後
１
時　

大
会
行
事

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
予
定
）

（
会　

場
）
門
川
町
総
合
文
化
会
館（
南
町
）

（
主　

催
）

門
川
町
、
門
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
宮
崎

県
共
同
募
金
会
門
川
町
共
同
募
金
委
員
会

（
内　

容
）

社
会
福
祉
功
労
者
等
表
彰
及
び
講
演

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
参
加
頂
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
平
成
24
年
９
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
最
終
受
付
午
後
３
時
30
分
）

【
相
談
会
場
】
延
岡
市
本
小
路
39
番
１

延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

【
相
談
担
当
】
法
務
局
職
員
、人
権
擁
護
委
員
、

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

【
相
談
内
容
】
不
動
産
の
売
買
や
贈
与
・
相

続
の
登
記
、
会
社
の
登
記
、
隣
地
と
の
土
地

境
界
問
題
、
婚
姻
や
離
婚
、
養
子
縁
組
、
帰

化
・
国
籍
取
得
、
成
年
後
見
制
度
、
家
賃
の

受
領
拒
否
や
給
与
の
差
押
え
、
親
族
や
近
隣

間
の
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
体
罰
、

Ｄ
Ｖ
、
騒
音
な
ど
の
人
権
問
題
、
遺
言
・
任

意
後
見
契
約
等
の
公
正
証
書
作
成
、
定
款
の

認
証
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

延
岡
市
大
貫
町
１
丁
目
２
９
１
５
番
地

宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

☎
０
９
８
２
|
３
３
|
２
１
７
９

　

日
向
市
・
東
臼
杵
郡
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が「
地
域
で
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
」
よ
う
地
域

の
関
係
者
が
集
ま
り
、
地
域
課
題
を
共
有
・

整
理
し
住
み
や
す
い
地
域
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
民
生
委
員
さ
ん
を
対
象
に
行
っ
た

精
神
障
害
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
田
中
病
院　

田
中
洋
院
長
先
生
か

ら
精
神
疾
患
や
障
が
い
・
地
域
に
住
む
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
す
。
当
事
者
の
方
の
体
験
発
表
も
あ
り
ま

す
。

　

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
心

の
健
康
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◎
日　

時　

�

10
月
５
日（
金
）
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
。

◎
会　

場　

日
向
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◎
参
加
料　

無
料

◎
そ
の
他　

�

日
向
・
門
川
・
入
郷
地
域
の
福

祉
事
業
所
の
物
品
販
売
が
あ
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

日
向
市
・
東
臼
杵
郡
障
が
い
者
自
立
支
援
協

議
会
事
務
局　

日
向
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

あ
い
と
ぴ
あ

☎
０
９
８
２
|
５
２
|
５
４
３
４

（
お
問
い
合
わ
せ
）

門
川
町
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

☎
６
３
‐
１
１
４
０（
内
線
２
３
２
）

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

待
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化

す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

【
実
施
機
関
】

宮
崎
地
方
法
務
局
及
び
宮
崎
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会

【
実
施
日
時
】

・
実
施
期
間

平
成
24
年
９
月
10
日（
月
）
か
ら
同
月
16
日

（
日
）
ま
で
の
７
日
間

・
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
た
だ

し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

・
相
談
機
関
の
場
所

宮
崎
地
方
法
務
局（
支
局
を
含
む
）
の
事
務

室
。
た
だ
し
、
平
日
の
延
長
時
間
帯
及
び
土

曜
日
・
日
曜
日
は
、
法
務
局
人
権
擁
護
課
。

【
実
施
方
法
】

・
相
談
方
法
は
電
話
に
よ
る
相
談
と
な
り
ま

す
。

全
国
統
一
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
|
０
０
３
|
１
１
０

・
相
談
担
当
者

宮
崎
地
方
法
務
局
及
び
宮
崎
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
職
員
及
び
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
問
題
に
適
切
に
対
応
で
き
る
人

権
擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
の
連
絡
先

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

電　

話　

０
９
８
５
|
２
２
|
５
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
８
５
|
２
８
|
３
７
０
５
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法
務
局
な
ん
で
も
相
談
、
人
権
・

な
や
み
ご
と
相
談

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
町
民

講
座
を
開
催
し
ま
す

『
平
成
24
年
度
門
川
町
保
健
福

祉
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
!!

９
月
10
日（
月
）か
ら
16
日（
日
）は
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
で
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

毎
日
を
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
元
気
に

笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

　

高
齢
化
率
（
人
口
の
中
で
65
歳
以
上

の
人
が
占
め
る
割
合
）
は
年
々
高
く

な
っ
て
お
り
、
全
国
で
は
23
・
３
％
、

宮
崎
県
25
・
９
％
、
門
川
町
で
は
26
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
・
県
は

平
成
23
年
10
月
１
日
現
在
、
本
町
は
平

成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
数
値
で
す
。）

　

こ
の
よ
う
に
長
寿
社
会
が
進
む
中
、

門
川
町
で
は
、「
み
ん
な
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、
生
涯
を
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
、

各
般
の
福
祉
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で

長
生
き
で
き
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
門
川
町
で
は
「
敬
老
お
祝
い

事
業
」
と
し
て
、
来
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
80
歳
（
傘
寿
）、
満
88
歳
（
米
寿
）

を
迎
え
る
方
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
に

対
し
て
お
祝
い
品
等
を
贈
り
、
長
寿
を

祝
福
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
70
歳
以
上
の
方
は
、
３
，

８
５
８
人
で
す
。

　

９
月
17
日
の
「
敬
老
の
日
」
前
後
に

は
、
各
地
区
に
お
い
て
長
寿
を
祝
福
す

る
行
事
が
催
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
町
民
ひ
と
り
一
人
が
お
互
い
に
思

い
や
り
を
持
ち
、
助
け
合
う
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
み
ん
な
で
、
い
っ

し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

★�

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
、
初
心

者
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
計
画
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

【
日　
　

時
】

平
成
24
年　

９
月
26
日
（
水
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
）

【
場　
　

所
】

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

【
競
技
内
容
】（
予
定
）

・
ボ
ッ
チ
ャ
…
個
人
、
ま
た
は
３
人
１

組
で
行
う
競
技
で
、
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
と
呼
ば

れ
る
的
球
に
赤
又
は
青
の
球
を
交
互
に

投
げ
、
的
球
に
い
か
に
近
づ
け
ら
れ
る

か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
…
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー

ラ
ー
４
個
を
使
用
し
、
９
ｍ
先
の
ポ
イ

ン
ト
ゾ
ー
ン
に
向
け
て
得
点
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
当
日
の
参
加
人
数
に
よ
っ
て
、
内
容

に
変
更
が
出
て
き
ま
す
。）

★
参
加
選
手
及
び
選
手
の
介
助
を
し
て

い
た
だ
け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
！
平
成
24
年
９
月
13
日

（
木
）
ま
で
に
電
話
連
絡
等
に
て
申
し

【
お
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）

９
月
18
日
（
火
）・
19
日
（
水
）

の
２
日
間
に
限
り
、
町
内
外
を

問
わ
ず
『
70
歳
以
上
の
方
は
入

浴
料
無
料
』

　

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
で
は
、
敬
老

事
業
の
一
環
と
し
て
９
月
18
日
（
火
）・

19
日
（
水
）
の
２
日
間
に
限
り
、
町
内

外
を
問
わ
ず
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
18

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
方
）

の
入
浴
料
を
無
料
と
い
た
し
ま
す
。
当

日
は
、
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
や
保
険
証
等
）
を
窓
口
に
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

込
み
下
さ
い
！

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】　　

門
川
町
役
場　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

担
当
：
林

電　

話　

６
３
|
１
１
４
０

（
内
線　

２
３
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

６
３
|
１
３
５
６

平成21年度スポーツ教室（カローリング） ボッチャ（2008年北京パラリンピックより）

←平成24年度
　門川町高齢者
　クラブ大会

門川中学校
技能体験学習→
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各
会
場
と
も
、
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

「
そ
う
い
え
ば
最
近
受
け
て
な
い
な
ぁ
…
」

「
昨
年
も
受
け
た
け
ど
今
年
も
！
」
と
い
う

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
胃
が
ん
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
５
分
ほ
ど
で
終
わ
る
検

診
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
役
場　

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
３
‐
１
１
４
０

①
民
事　

�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
物
の
売
買
、

交
通
事
故
、
借
地
借
家
、
農
地
の

利
用
な
ど
の
紛
争
関
係

　
　
　
　

※
延
岡
簡
易
裁
判
所

　
　
　
　

☎
０
９
８
２
‐
３
２
‐
３
２
９
７

②
家
事　

�

離
婚
や
相
続
な
ど
、
夫
婦
、
親
子
、

親
族
間
に
お
け
る
紛
争
関
係

　
　
　
　

※
宮
崎
家
庭
裁
判
所
延
岡
支
部

　
　
　
　

☎
０
９
８
２
‐
３
２
‐
３
４
５
２

③
裁
判
傍
聴

　
　
　
　

※
宮
崎
地
方
裁
判
所
延
岡
支
部

　
　
　
　

☎
０
９
８
２
‐
３
２
‐
３
２
９
１

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
昭
和
25
年
に
第

１
回
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
本
年
で
第
63
回

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
本
週
間
は
、
国
民

の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ
せ
、

事
業
場
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活

動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
等

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
宮
崎
県
に
お
け
る
業
務
上
疾
病
に
よ
る

被
災
者
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
は

92
人
と
前
年
と
比
べ
５
％
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
一
般
定
期
健
康
診
断
の
結
果
、
何
ら

か
の
所
見
を
有
す
る
労
働
者
の
割
合
は
高
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成
23
年
は
50
％
に

上
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宮
崎
県
に
お
け

る
平
成
23
年
の
自
殺
者
数
は
３
３
８
人
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
41
人
が
勤
務
問
題
を
原
因
・

裁
判
所
の
手
続
相
談
等

全
国
労
働
衛
生
週
間

胃
が
ん
検
診
受
付
中

動
機
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
上
の
理
由
に
よ
り
休
業
又
は
退
職
す

る
労
働
者
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
精
神
障
害

等
に
よ
る
労
災
認
定
件
数
が
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
職
場
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
組
み
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事

業
者
等
が
労
働
者
の
健
康
障
害
の
防
止
や
健

康
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
の
促

進
等
に
着
実
に
取
り
組
み
健
康
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
や
管
理

監
督
者
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
積
極
的
推
進
に
よ
り
、

労
働
者
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
措
置

を
受
け
ら
れ
る
職
場
を
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
労
働
者
の
健

康
確
保
と
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
受
動
喫
煙
の
な
い
職
場
の
実
現

を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
年
度
は
、

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　

み
ん
な
で
進
め
る
健
康
管
理
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
10
月
１
日
か
ら
10
月

７
日
ま
で
の
期
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
を
準
備
期
間
と

し
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
場
に
お
い
て
、
労

働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自

主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。

小
児
科　

日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ

　

日
向
市
の
美
々
津

立
縫
地
区
に
伝
わ
る

「
お
き
よ
祭
り
」
は

古
事
記
に
登
場
す
る

「
神
武
天
皇
」
が

美
々
津
か
ら
舟
で
東

征
に
出
発
す
る
際
に

風
の
関
係
で
出
発
時

期
が
早
朝
と
な
り
住

民
が
見
送
り
の
た
め

に
「
お
き
よ
、
お
き

よ
」
と
起
こ
し
て

回
っ
た
こ
と
に
由
来

さ
れ
、
毎
年
旧
暦
の

８
月
１
日
（
今
年
は

９
月
16
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
古
事
記
編

さ
ん
１
３
０
０
年
に

あ
た
る
今
年
は
、
古
代
衣
装
で
仮
装
し
、
当
時
を

再
現
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
、
早
朝
に
出
港
す
る
神
武
天
皇

に
献
上
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
食
べ
物
を
「
つ
き

い
れ
だ
ん
ご
」
と
い
い
、
現
在
は
、
美
々
津
に
あ

る
美
々
津
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
日　

程
】

平
成
24
年
９
月
16
日
（
日
）

【
場　

所
】

日
向
市  

美
々
津
街
並
み
（
立
縫
区
を
中
心
）

【
主
要
交
通
機
関
で
の
所
要
時
間
】

日
向
市
駅
か
ら
車
で
20
分

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

日
向
市
役
所
観
光
振
興
課

電　

話　

０
９
８
２
︱
５
２
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
８
２
︱
５
４
︱
５
２
６
９

（
お
問
い
合
わ
せ
）

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
み
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月 火 水 木 金

門川中学校
体育大会

門川みんなと朝市
（8:00～9:30　
門川漁港）
西門川児童館・小・
中学校合同運動会

心の杜休館日

敬老の日

行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉
センター）

乳児前期健診
（13:30～14:00
受付　門川町総
合福祉センター）

わんぱく芸術家
壁画制作
（9:00～15:00
庵川防波堤）

民児協定例会
（13:30～
門川町社会福祉
協議会）

定例農業委員会
（9:30～
門川町役場）

秋分の日

３才児健診
（13:15～14:00
受付　門川町総
合福祉センター）

門川町内の民生委員児童委員の皆さんをご
紹介しています。各地区の民生委員児童委
員のお顔を覚えていただき、生活や福祉に
関することなどお気軽にご相談ください。
今月は次の４人の方々です。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員

東栄町地区担当
佐藤喜世子さん

西栄町地区担当
松田典子さん

西栄町地区担当
黒木利広さん

栄ヶ丘地区担当
米良　肇さん

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

�　

９
月
25
日
は
、
８
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
９
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
10
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
分
の
再
振
替
は
９
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

�　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
８
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。


